
 

 

 

2023年 12月 28日 

 

株式会社  エールファーマシーズとの  

ポジティブ・インパクト・ファイナンスの契約締結について  

岐阜信用金庫（理事長 好岡 政宏）は、持続可能な社会への貢献を共に実現するため、 

株式会社 エールファーマシーズ（代表取締役 筒井 大介）と、「ポジティブ・インパクト・

ファイナンス」の契約を締結いたしましたのでお知らせします。 

 

岐阜信用金庫は、引き続き、地域金融機関としての責任を果たし、ポジティブ・インパク

ト・ファイナンスの普及と持続可能な社会を実現するために、お客さまの目標にあわせたサ

ポートを行い、ポジティブな社会的、環境的、経済的なインパクトの実現に積極的に取り組

んでいきます。 

記 

【契約内容】 

実 行 日 2023年 12月 25日 

融 資 金 額 50百万円 

期     間 5年 

資 金 使 途 事業資金 

【企業概要】 

企 業 名 株式会社 エールファーマシーズ 

所 在 地 岐阜県中津川市中津川 2973番地の 6 

代 表 者 筒井 大介 

事 業 内 容 
調剤薬局事業、医薬品・医療用具・介護用品の販売、 

薬局経営に関するコンサルティング業務 

資 本 金 10百万円 

設   立 2004年 5月 6日 

第三者評価機関 
株式会社 格付投資情報センター 

評価レポート：https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html 

以 上 
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岐阜信用金庫は、株式会社エールファーマシーズ（以下、「エールファーマシーズ」）に対してポジ

ティブインパクトファイナンス（以下、「PIF」）を実施するにあたって、同社の事業活動が環境・社

会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブインパクトおよびネガティブインパクト）を分析・評価した。

この分析・評価は、国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した PIF 原則および

PIF 実施ガイド（モデル・フレームワーク）、ESG 金融ハイレベル・パネルにおいてポジティブインパ

クトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、岐

阜信用金庫が開発した評価体系に基づいている。 
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1．事業概要 

(1)企業概要 

同社は岐阜県中津川市に本社を構える医療サービス業である。 

主要営業エリアに 9 店舗を構える調剤薬局を柱としながら、地域包括ケアシステムへ積極的に参

画し、地域における健康と福祉の増進に貢献している。 

企業名 株式会社エールファーマシーズ 

本社所在地 岐阜県中津川市中津川 2973-6 

代表者 筒井 大介 

資本金 1,000 万円 

売上高 10 億円（2023 年 2 月期） 

設立 2004 年 5 月 6 日 

事業内容 調剤薬局事業 

医薬品・医療用具・介護用品の販売 

薬局経営に関するコンサルティング業務 

従業員数 68 名（パート従業員を含む、2023 年 12 月現在） 

関連会社 株式会社フレックスケア（訪問看護リハビリ事業） 

 

(2)沿革 

2000 年 個人創業 

2004 年 株式会社エールファーマシーズとして法人設立 

2019 年 関連会社として株式会社フレックスケア設立 
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(3)経営理念及び各種方針 

①経営理念・各種方針 

【経営理念】 

 
 

【クレド】 

 

 
 

②組織体制 

  

 

 

 

 

 

本部
株式会社フレックスケア

（訪問看護事業）

調剤薬局各店舗

【岐阜県】瑞浪店・前畑店・宮前店・中津川バイパス店・坂下店・駒場店・土岐店

【愛知県】犬山羽黒店・津島店

代表取締役



5 

 

2．サステナビリティ 

(1)社会貢献に資する取り組み 

同社では、地域包括ケアシステムを構成する一員として、地域多職種と連携しながら地域におけ

る健康・福祉をサポートしている。 

また、地域医療への貢献の一環として、健康フェアの開催などさまざまな活動に積極的に取り組

んでいる。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

【地域包括ケアシステムにおける医療支援】 

・地域医療機関等と連携した調剤薬局事業の展開 

・薬剤師が患者自宅や各種高齢者施設等へ訪問する訪問サービス、訪問薬剤管理サービス

の展開による地域における在宅医療（居宅療養管理）支援 

・健康サポート薬局として認可をうけた店舗による健康増進や認知症予防を目的とした「健康

フェア」の定期開催 

・地域医療に関する地域ケア会議や地域担当者会議への参画 

【地域教育機関の安全を守る学校薬剤師活動】 

・地域の教育機関と連携したプールの水質検査や教室の照度・空気管理状況の確認 

・喫煙・飲酒・薬物乱用防止の教育講義や薬の正しい使い方、新型コロナ感染対策について

のサポートの実施 

【未来の薬剤師育成のための薬学生の実務実習の積極的受け入れ】 

・薬学生の実務実習の積極的な受け入れ体制の整備 

・指導薬剤師の育成とライセンス取得のサポート体制の整備 

・小中学生への職場体験への協力 

 

(2)環境保全に資する取り組み 

同社では社員全員が環境に配慮した事業活動を実践し、環境負荷低減に積極的に取り組む

ことで地球環境の保全に貢献している。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

・LED 照明導入による省エネ推進 

・エコバック持参の推奨 

・ペーパーレス化、再生紙の積極利用 

・3R の推進 

・複数店舗運営と在庫管理システムを活用した適正在庫管理の運用による廃棄ロスの抑制 

 

(3)社員のモチベーション向上と人材育成に資する取り組み 

同社では“人”にスポットを当てた経営を実践していくことを基本理念とし、人と人のつながりを大

切にした経営を実践していくことで従業員がやりがいを持ちながら働き続けられる職場環境の形



6 

 

成に取り組んでいる。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

【多様な従業員が働き続けやすい職場環境の形成】 

・有給休暇の取得促進 

・バースデイ特別休暇など特別休暇制度の設定、活用 

・長時間労働抑制に向けた取り組み 

・産休・育休制度、子育て期間の時短勤務制度など従業員のライフワークバランス確保を図る

ための制度制定、活用 

【従業員が安心して働き続けられる職場風土の形成】 

・ハラスメント相談窓口の設置 

・従業員間のコミュニケーション促進のため社内 SNS（Talknote）を全店舗で導入し、コミュ

ニケーションツールとして活用 

【従業員がやりがいをもって働き続けられる研修制度、キャリアプランの設定】 

・マネジメントコース、スペシャリストコースと適性に応じたキャリアプランの明示、選択による従業

員がやりがいをもって将来設計に取り組める環境の整備 

・新入社員研修、階層別スキルアップ研修、管理者スキルアップ研修、接遇マナー研修などの

基本研修の実施 

・調剤報酬改定勉強会や掲示物 POP 作成勉強会、メンタルヘルス研修など業務スキル向上

に向けた特別研修、勉強会等の実施 

・認定薬剤師、健康サポート薬局認定薬剤師、認定実務実習指導薬剤師など業務に活用

する資格取得に向けた研修参加補助 

・半年ごとの目標設定、上長面談による振り返りによる自己成長の定期的確認機会の設定 
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3．インパクトの特定 

(1)事業内容 

同社では地域包括ケアシステムの中において、医療機関や介護サービス提供機関等との連携体

制のもと、調剤薬局サービス、在宅医療サービスを提供し地域住民の健康をサポートしている。 

 

【同社事業のコンセプトイメージ】 

 
 

地域患者、関連医療機関・関連取引企業、同社スタッフの３者が同時に”Happy”となる、“人

と人とのつながりを大切にする現場”の実現に向け同社では調剤薬局を中核とした事業を展開し

ている。 

 

主要営業エリアとなる岐阜県、愛知県に 9 店舗の調剤薬局を展開し、調剤薬局サービスを展開

している。 

 
各店舗では、店頭でのサービス提供に加え、電話を用いた服薬指導、薬の配達・郵送サービスを

同社事業の中核となる調剤薬局事業

においては岐阜県、愛知県に調剤薬

局 9 店舗を展開し、出店エリアにおけ

る地域のかかりつけ薬局としての役割

を果たしている。 
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展開し、医薬品の安定供給という薬局としての使命を全うしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、薬剤師が患者自宅や高齢者施設等を訪問し、薬の服用管理や薬の飲み方や使い方を

説明したり、患者からの相談に対応し、そのうえで体調変化や副作用の有無を確認し、医療機

関と連携を取りながら、最適な薬物療法をサポートするなど、地域包括ケアシステムのもとでの地

域の健康・福祉の増進に貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような地域の「かかりつけ薬局」としての役割に加えて、地域の教育機関と連携し同社では学

校薬剤師としての役割も果たしている。 

薬剤師が直接地域学校に訪問し、プールの水質検査や教室の照度、空気といった環境が適正

に管理されているかを調査するとともに、喫煙・飲酒・薬物乱用防止の教育講義や薬の正しい使

い方、新型コロナ感染対策への講義、サポートを実施し、地域における健康・福祉意識の醸成に

貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

また、同社では未来の薬剤師の育成にも力を入れており、各店舗に認定実務実習指導薬剤師

同社では店頭でのサービス提供に加

え、オンラインでの服薬指導や薬剤師

が訪問しての服薬指導、薬の配達・

郵送サービスの展開により地域におけ

る医薬品の安定供給に貢献し、顧客

の利便性を高めている。 

同社では地域包括ケアシステムを構

成する一員として、患者自宅や高齢

者施設への薬剤師の訪問や、店頭で

の「健康フェア」の開催などを通じて地

域住民の健康・福祉の増進に貢献し

ている。 

地域の健康・福祉の増進に向け、同

社では出店エリアの教育機関と連携

し、環境の調査や健康に関する教育

講義を実施している。 
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の資格を保有するスタッフを配置し、薬学生の実務実習を積極的に受け入れられる体制を整備

している。実務実習の受け入れは、同社スタッフのスキルアップにもつながり、また実務実習生が同

社へ入社することにもつながるなど、同社の人材育成、確保にも貢献する取り組みとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)バリューチェーン分析 

インパクトの特定のため、同社主力事業である「調剤薬局事業」についてバリューチェーン分析を

実施した。 

同社では地域医療機関をはじめとする多職種との連携体制のもと、地域住民に対し医薬品・医

療用具・介護用品等を販売する調剤薬局事業を展開している。 

岐阜県、愛知県に 9 店舗を展開する調剤薬局各店舗では、店頭サービスに加えて非対面での

薬剤等提供サービスの実施、薬剤師による訪問サービスの実施など、利用者の利便性向上に資

するサービス提供方法の多様化、充実化が同社の強みとなっている。 

また、地域各機関と連携した健康・福祉への意識醸成に向けた取り組みも積極的に実施してお

り、「予防」「治療」「介護」を三本柱とした地域のかかりつけ薬局として地域になくてはならない存

在となっている。 

 

 同社のバリューチェーン図（図は同社提供資料をもとに岐阜信用金庫にて作成） 

 

 

(3)インパクトレーダーによるマッピング 

先述のバリューチェーン分析の結果をもとに、インパクトマッピングを実施する。 

薬剤師を目指す薬学生は医療

現場における実務実習を受講す

る必要があり、実務実習を指導

する際には認定実務実習指導

薬剤師の資格が必要となるが、

同社ではこの資格を保有するス

タッフを全店舗に配置し、実習受

け入れを積極的に推進してい

る。 
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同社の事業および川上・川下の事業を国際産業標準分類（ISIC）上の業種カテゴリに適用さ

せた上、UNEP FI が提供するインパクトレーダーを用いて「ポジティブインパクト」（以下 PI）と「ネ

ガティブインパクト」（以下 NI）を想定する。 

同社の事業については「専門店による医薬品、医療品及び化粧・洗面用品小売業

（ISIC:4772）」を、川上の事業については「病院事業（ISIC:8610）」をそれぞれ適用し、

発生するインパクトの検証を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表のうち、川上の事業は「健康・衛生」のみを分析対象とし、その他のカテゴリは同社事業活動

が与える影響については軽微なものとなるため、分析を省略しており、また川下の事業は対象が一

般個人となるため分析を省略している。 

 

同社の事業 専門店による医薬品、医療品及び化粧・洗面用品小売業（ISIC:4772） 

PI 「健康・衛生」「雇用」「包括的で健全な経済」 

◎：主要カテゴリ　○：関連カテゴリ

PI NI PI NI

水

食糧

住居

健康・衛生 ◎ ◎

教育

雇用 ◎ ○ ○ ○

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義・公正

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候 ○

廃棄物 ○ ○

包括的で健全な経済 ○ ○

経済収束

【4772】

専門店による医薬品、医療品

及び化粧・洗面用品小売業

【8610】

病院事業

川上の事業 同社の事業

インパクトカテゴリ

国際産業標準分類
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NI 「雇用」「廃棄物」 

【社会面】 

◆「健康・衛生」 

調剤薬局による医薬品等の販売により、人々の健康改善を支援し、地域における健康と福祉

を増進させるという PI が発現する。 

同社では調剤薬局 9 店舗を展開し、地域医療機関等と連携しながら地域のかかりつけ薬局

としての役割を果たすことで、PI を拡大している。さらに、門前薬局としての薬の提供という機能

に留まらず、薬剤師が患者の自宅や高齢者施設等を訪れ、服薬に対する適切なサポートを実

施することで PI を拡大している。 

上記は SDG3「すべての人に健康と福祉を」に該当する。 

 

◆「雇用」 

従業員の雇用の創出という PI と、労働形態によっては労働者の健康状態が脅かされるという

NI が発現する。 

同社では産休・育休制度、子育て期間の時短勤務制度など従業員のライフワークバランス確

保を通じた PI の拡大、研修制度の充実や業務に活用する資格取得に向けた研修参加補助

により PI を拡大している。また、薬剤師を目指す薬学生の実務実習を積極的に受け入れ、従

業員教育に留まらず、地域医療のために後進の育成に取り組み、PI を拡大している。 

一方、社内 SNS の活用による社内コミュニケーションの促進や、ハラスメント相談窓口の設置

など従業員が安心して働き続けられる職場環境形成に積極的に取り組むことで、労働形態の

改善を通じた NI を緩和している。 

上記は SDG4「質の高い教育をみんなに」、SDG8「働きがいも経済成長も」に該当する。 

□「4.4：2030 年までに、就職や働きがいのある人間らしい仕事、起業に必要な、技術的・職

業的スキルなどの技能をもつ若者と成人の数を大幅に増やす。」 

□「8.5：2030 年までに、若者や障害者を含むすべての女性と男性にとって、完全かつ生産的

な雇用と働きがいのある人間らしい仕事を実現し、同一労働同一賃金を達成する。」 

□「8.8：移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な雇用状態にある人々を含め、すべ

ての労働者を対象に、労働基本権を保護し安全・安心な労働環境を促進する。」 

 

【環境面】 

◆「廃棄物」 

販売製品の過剰包装等による廃棄物の増加という NI が発現する。 

同社ではエコバック持参の推奨によるレジ袋使用の削減や、ペーパーレス化、再生紙の積極利

用、3R の推進により、NI を緩和している。 

また、全店舗共通での在庫管理システムの活用により各店舗の薬品在庫状況をリアルタイム

で管理し、店舗間での薬品の受け渡し等を通じて全社単位での廃棄ロス削減を図り、NI を緩
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和している。 

上記は SDG12「つくる責任つかう責任」に該当する。 

□「12.5：2030 年までに、廃棄物の発生を、予防、削減（リデュース）、再利用（リサイクル）

や再利用（リユース）により大幅に減らす。」 

 

【経済面】 

◆「包括的で健全な経済」 

小売事業は健全な経済を支える一部であり、各製品を最終消費者に提供する役割により地

域の健全な経済状態を維持させるという PI が発現する。 

同社では調剤薬局 9 店舗の運営を通じて地域における医薬品の安定供給を実現し、PI を

拡大している。 

上記は SDG9「産業と技術革新の基盤をつくろう」、SDG11「住み続けられるまちづくりを」に該

当する。 

 

川上の事業 病院事業（ISIC:8610） 

PI 「健康・衛生」 

【社会面】 

◆「健康・衛生」 

病院事業の展開により、人々の健康状態、衛生状態を確認し改善することで地域における健

康と福祉を増進させるという PI が発現する。 

同社では薬剤師による訪問サービスの展開を通じて、薬の服用管理や薬の飲み方や使い方の

説明、患者からの相談対応を行い、体調変化や副作用の有無を確認したうえで医療機関と

連携を取りながら最適な薬物療法をサポートすることで PI の拡大に貢献している。 

上記は SDG3「すべての人に健康と福祉を」に該当する。 
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(4)特定したインパクト 

下図は「バリューチェーン分析」「インパクトマッピング」の結果を踏まえて、同社のバリューチェーン

が与えるインパクトを可視化したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上を踏まえて同社のインパクトを下記の 3 つに特定した。 

【重要なインパクト】 

「訪問サービスを差別化要素とした付加価値の高い薬局事業での地域健康福祉の増進」 

「環境負荷軽減を意識した事業拡大」 

「多様な人材の雇用創出とスキルアップを通じた地域における薬剤師育成体制の整備」 

  

正

の

影

響

負

の

影

響
環境負荷 労働負荷

雇用創出 地域福祉サプライチェーンの充実

SDG8

SDG8SDG12

SDG11SDG3 SDG9SDG4

地域教育
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① 訪問サービスを差別化要素とした付加価値の高い薬局事業での地域健康福祉の増進 

：SDG３、9、11 

同社では調剤薬局事業を中核事業とし、店頭でのサービス提供に加えてオンラインでの服薬

指導や薬剤師が訪問しての服薬指導、薬の配達・郵送サービスの展開に積極的に取り組ん

でいる。この薬剤師が訪問しての服薬指導、薬の配達サービスは、店頭でのサービス提供を主

とする他の調剤薬局、ドラッグストアとの差別化要素となっており、地域における健康福祉の増

進に貢献する要素となっている。また、この薬剤師による訪問に関しては医師や介護支援者と

の連携体制のもとで実施しており、地域における在宅医療（居宅療養管理）の支援強化へ

とつながっている。 

今後も、愛知県・岐阜県を中心に新規出店し営業エリアを拡大していく方針であり、同社の

提供する調剤薬局サービス、訪問サービスを通じた地域健康福祉の増進への貢献を強化し

ていく。 

これらのインパクトは UNEP FI のインパクトレーダーでは「健康・衛生」「包括的で健全な経済」

のカテゴリに該当し、社会的側面、経済的側面の PI を拡大すると考えられる。 

 

② 環境負荷軽減を意識した事業拡大：SDG12 

同社では地域の健康福祉増進に寄与しつつ、環境負荷軽減を図る事業運営をしている。

店舗における LED 照明の導入やペーパーレス化の推進、再生紙の利用など社内での取り組

みをはじめ、調剤薬局の利用者にはエコバック持参の推奨をするなど、社外に対しても取り組

みを発信している。 

医薬品に関しては、専門的な廃棄処分により適正管理が求められ、未使用による廃棄を抑

制することは社会的に重要となる。同社は在庫管理システムを活用し需要予測にもとづく在

庫管理を実施することで、廃棄物削減に取り組んでいる。また、同社は複数店舗運営をして

いる強みを生かして店舗間で医薬品を融通できる仕組みを構築し、未使用による廃棄を抑

制している。 

今後、事業拡大に伴う新店舗出店においても、環境負荷軽減に資する取り組みを維持し、

地域への貢献をしていく。 

これらのインパクトは UNEP FI のインパクトレーダーでは「廃棄物」のカテゴリに該当し、環境

的側面の NI を緩和すると考えられる。 

 

③ 多様な人材の雇用創出とスキルアップを通じた地域における薬剤師育成体制の整備 

・多様な人材の雇用促進：SDG8 

同社では人と人とのつながりを大切にした経営を実践し、産休・育休制度や子育て期間の時

短勤務制度をはじめ、従業員のワーク・ライフ・バランスを確保するための諸制度を活用し、多

様な人材が働き続けやすい労働環境を整備し、地域の雇用創出に貢献している。 

また、社内 SNS を活用し従業員間のコミュニケーションを促進するとともに、店舗間での人事
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交流に積極的に取り組むことで従業員が安心して働き続けられる職場環境の形成に努めて

いる。 

今後、新規出店を進めていくに伴い、新規雇用者についても確保していく方針であり、従業

員の働き方のニーズにあわせた労働環境の継続的な整備、改善を通じて地域雇用創出へ

の貢献を強化していき、健康経営優良法人についても認定を取得していく。 

 

・資格取得サポートやキャリアプラン形成支援の充実：SDG8 

同社では階層別研修や接遇マナー研修をはじめとする外部研修の受講体制の整備や、半

年ごとの個人別目標設定、振り返りの実施、上長面談に基づく公正な人事考課の実施、業

務に活用する資格取得に向けた支援制度の実施等を通じて、同社サービスの根幹となる人

材育成を推進しており、従業員のキャリアプランについても複数コースを設け、個々の適性にあ

ったキャリアを構築できる体制を整備している。 

また、認定実務実習指導薬剤師を各店舗に配置し、未来の薬剤師の実務実習を積極的

に受け入れ、この実務実習を採用にも活用している。 

今後、新店舗出店を含めた更なるサービス展開を図っていくにあたり、組織力強化を図ってい

く必要があり、社内研修制度やキャリアプラン制度の継続的見直しを図りながら成長志向の

従業員の管理職人材としての成長を支援していくとともに、様々な働き方に対応できる社内

組織の体系化を図っていくことで、従業員一人ひとりがより働きがいをもって働ける職場環境

形成を実現していく。 

 

これらの取り組みを通じて、社員が健康的で働きがいをもって働ける職場環境を整備し、一

人ひとりの成長を促すことが可能となる。 

これらのインパクトは UNEP FI のインパクトレーダーでは「雇用」のカテゴリに該当し、社会的

側面の PI を拡大すると考えられる。 
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(5)インパクトニーズの確認 

① 日本におけるインパクトニーズ 

同社売上の大半は日本国内におけるものであり、国内における SDG インデックス＆ダッシュボード

を参照し、そのインパクトニーズと同社のインパクトとの関係性を確認した。 

本 PIF において特定したインパクトに対応する SDGs のゴールは、以下の 5 点である。 

「 3：すべての人に健康と福祉を」 

「 8：働きがいも経済成長も」 

「 9：産業と技術革新の基盤をつくろう」 

「11：住み続けられるまちづくりを」 

「12：つくる責任つかう責任」 

 

国内における SDG ダッシュボード上では、「9」に関しては「達成に近づいている」とされているもの

の、「12」に関しては「大きな課題が残る」、「8」に関しては「重要な課題が残る」、「3」、「11」に

関しては「課題が残る」とされており、同社の地域包括ケアシステムのもとでの地域健康・福祉の

増進への取り組み、人材育成への取り組みなどが、日本国内におけるインパクトニーズと一定の関

係性があることを確認した。 

 
（出典：SDSN） 
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② 岐阜県におけるインパクトニーズ 

同社の事業活動は立地する岐阜県を中心に行われていることから、「岐阜県 SDGs 未来都市

計画」を参照し、岐阜県内における SDGs 達成に向けての課題を確認した。 

下記の通り、岐阜県では「<環境>美しい清流とそれを育む豊かな森の保全と活用」、「<経済>

「清流の国ぎふ」ブランドと変化に強い地域経済の確立」、「<社会>誰もが活躍し生きがいを感

じられる地域社会の構築」を 2030 年のあるべき姿と設定し SDGs 達成に向けた課題を設定し

ており、同社の地域包括ケアシステムのもとでの地域健康・福祉の増進への取り組み、人材育成

への取り組みが、岐阜県におけるインパクトニーズと一定の関係性があることを確認した。 

 

 
（出典：岐阜県第 2 期 SDGs 未来都市計画の概要） 
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③ 愛知県におけるインパクトニーズ 

同社の事業活動は愛知県においても展開され、今後も愛知県への調剤薬局出店を推進してい

く方針であることから、「愛知県 SDGs 未来都市計画」を参照し、愛知県内における SDGs 達成

に向けての課題を確認した。 

下記の通り、愛知県では「<経済面>あらゆる産業において、イノベーションを巻き起こす力強い

産業づくりの推進」、「<社会面>すべての人が参画し、生涯にわたって活躍できる社会を築いて

いく、企業等で女性が活躍できる環境を作っていく」、「＜環境面＞多様な主体が連携して生態

系を守っていく、企業等と連携しながらカーボンニュートラルの実現にも取り組んでいく」といった課

題を SDGs 達成に向け設定しており、同社の地域包括ケアシステムのもとでの地域健康・福祉の

増進への取り組み、人材育成への取り組みが、愛知県におけるインパクトニーズと一定の関係性

があることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：愛知県第 2 期 SDGs 未来都市計画の概要） 
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④ 岐阜信用金庫との親和性 

◆「ぎふしん SDGs 宣言」 

 以下の 3 項目を SDGs 達成に向けた重点課題としている。 

 （1）持続可能な地域の経済成長のための活動 

 （2）持続可能な地域産業の基盤構築のための活動 

 （3）持続可能なまちづくりのための活動 

 

◆親和性の確認 

本件 PIF の取り組みに際し特定した同社のインパクトである「訪問サービスを差別化要素とした付

加価値の高い薬局事業での地域健康福祉の増進」については、「ぎふしん SDGs 宣言」の(1)、

(2)、(3)と、「環境負荷軽減を意識した事業拡大」については、「ぎふしん SDGs 宣言」の(3)と、

「多様な人材の雇用創出とスキルアップを通じた地域における薬剤師育成体制の整備」について

は、「ぎふしん SDGs 宣言」の (3)と親和性があり、相互に協力しあうことで、「経済」「社会」「環

境」の 3 つの側面に渡り、持続可能な開発に関する枠組みとして、良質な効果が発生するものと

思われる。 

 

以上から、本件 PIF の取組みは追加性のある PI 創出支援を行うものであり、その本源的目的と

の合致を確認したうえで SDGs 達成に向けた資金需要と資金供給とのギャップを埋めることを目

指すものである。 
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4．KPI の設定 

特定したインパクトの発現状況を今後も継続的に測定可能なものとするため、先に特定したインパク

トに対し、インパクトの種類、インパクトカテゴリ、関連するSDGs、内容・対応方針および目標とKPI

を整理、設定する。 

 

■訪問サービスを差別化要素とした付加価値の高い薬局事業での地域健康福祉の増進 

項目 内容 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

経済的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「健康・衛生」「包括的で健全な経済」 

関連する SDGs  

 

 

 

内容・対応方針 ・愛知県、岐阜県をターゲットエリアとした新店舗出店戦略の検討、実行 

・出店エリア医療機関、介護支援機関等との連携強化を通じた調剤薬局

事業におけるサービス向上策の検討、実行 

目標と KPI ・2028 年 2 月期において、全社売上 20 億円以上を達成する。 

・2028 年 2 月期において、新店舗展開により調剤薬局店舗数 15 店舗

を達成する。 

 

■環境負荷軽減を意識した事業拡大 

項目 内容 

インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトカテゴリ 「廃棄物」 

関連する SDGs  

 

 

 

内容・対応方針 ・エコバック推奨によるレジ袋削減、ペーパーレス化、再生紙の積極利用な

ど社内外での取り組みを継続し、社会全体の廃棄削減に取り組む。 

・未使用による医薬品廃棄物を抑制する。 

目標と KPI ・新店舗展開時に在庫管理システムを活用し、隣接する既存店舗間で在

庫の過不足を調整することで、事業拡大に伴う医薬品廃棄物の増加を

会社全体で最小化する 
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■多様な人材の雇用創出とスキルアップを通じた地域における薬剤師育成体制の整備 

項目 内容 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関連する SDGs  

 

 

 

内容・対応方針 ・従業員の意見を取り入れながらの継続的な労働環境の整備、改善 

・多様な人材が働き続けられる環境の継続的な整備、改善 

・薬学部実務実習生の受け入れ体制の継続的な整備、改善 

・社内研修制度やキャリアプラン制度の継続的見直しを通じた社内組織の

体系化推進 

目標と KPI ・2028 年 2 月期までに従業員を 100 名以上へと拡大する。 

・2028 年 2 月期において、社内薬剤師数を 60 名以上へ拡大する（現

在 34 名）。 

・健康経営優良法人の認定を新規取得し、2028 年 2 月期まで継続す

る。 
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5．モニタリング 

(1)エールファーマシーズにおけるインパクトの管理体制 

同社では、筒井社長を中心に自社業務の棚卸を行い、本 PIF におけるインパクトの特定、並び

に KPI の設定を行った。 

今後については、以下の体制を中心とした同社プロジェクトチームが柱となって SDGs の推進、本

PIF で設定した KPI の進捗管理を行っていく方針である。 

 

【モニタリング体制】 

統括責任者 代表取締役 筒井 大介 

 

(2)当金庫によるモニタリング 

本 PIF で設定した KPI および進捗状況については、同社と岐阜信用金庫の担当者が定期的な

場を設けて情報共有する。情報共有については、少なくとも年に 1 回実施することに加え、日々

の情報交換や営業活動を通じて実施していく。 

 

(3)モニタリング期間 

下記の通り融資返済期限と同一期間にて定める。 

モニタリング期間 

（返済期限） 

5 年間 

（2028 年 12 月 20 日） 
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【留意事項】 

１．本評価書の内容は、岐阜信用金庫が現時点で入手可能な公開情報、株式会社エールフ

ァーマシーズから提供された情報や同社へのインタビューなどで収集した情報に基づいて、現

時点での状況を評価したものであり、将来における実現可能性、ポジティブな成果等を保証

するものではありません。 

２．岐阜信用金庫が本評価に際して用いた情報は、岐阜信用金庫がその裁量により信頼でき

ると判断したものではあるものの、これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけ

ではありません。岐阜信用金庫は、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性、お

よび特定目的への適合性その他一切の事項について、明示・黙示を問わず、何ら表明また

は保証をするものではありません。 

３．本評価書に関する一切の権利は岐阜信用金庫に帰属します。評価書の全部または一部

を自己使用の目的を超えての使用（複製、改変、送信、頒布、譲渡、貸与、翻訳及び翻

案等を含みます）、または使用する目的で保管することは禁止されています。 

 

 


